
大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

直営保育所の経費資源を活用することでコストを抑えるとともに、利用料として1世帯あたり月に4,000
円を徴収しています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 1,606 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

3,150 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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実施している2ヶ所について検証していきながら、関係機関との連携、ＰＲを行い、発達の気になる子どもや育児に不安のある保護者に対して、継続した支援
をおこないます。

小倉北区東篠崎保育所と八幡西区黒崎保育所の親子通園クラスで、遊びの提供や保護者との懇談
を行い、発達の気になる子どもや育児に不安のある保護者に対し、継続した支援を行いました。黒崎
保育所は延べ132組、東篠崎保育所は延べ137組の親子が利用しました。通園利用世帯に対して実施
したアンケートで、利用者の満足度は100％でした。また、次年度の移行先が決定した世帯も75％を超
え、移行支援としての成果も出ています。全国的にも例のない事業です。

直営保育所へ新たに「親子通園クラス」を設置し、発達の気になる子どもを保護者ととも
に受け入れ、保育所での遊びや体験、相談を通じて継続した支援を行います。また、直
営保育所と保健、医療、福祉の関係機関が連携しながら、児童の保育所、幼稚園などへ
の移行を支援します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

八幡西区黒崎保育所、小倉北区東篠崎保育所において、親子通園クラスを設置し、発達に不安のあ
る児童や育児に不安のある保護者を親子で受け入れ、遊びや相談を通じて、保育所や幼稚園、療育
機関等への移行支援を行います。

目標 【活動の状況】

2

100.0

所

％

親子通園クラスの設置

事
業
費

（最終目標と最終年度）7ヶ所、平成26年度

親子通園クラスの利用者数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

2 所
親子通園クラスを設置し、発達に不安のある児童や育児に不安のあ
る保護者を親子で受け入れ、遊びや相談等を通じて、保育所や幼稚
園、療育機関等への移行支援を行います。

実績
（達成率）

順調

担当課 保育課

2 所

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　限られた補助金額の中で、配置保育士２名分の給与を支出すると同時に、各保育所でパンフレット
や手引き等を作成するほか、離乳食講座、手作り教室など各種交流行事を開催しており、効率性は高
いと言えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 65,844 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

68,819 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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子育て世代のニーズに対応するため、現状の箇所数を維持し、育児相談や情報提供、親同士の交流の場を設け、地域の子育て家庭の支援を行います。

地域の子育て中核施設として育児講座や育児相談等の事業を行っており、子育て家庭の支援に大き
な効果があります。

保育所当を拠点とした地域子育て支援センターを設置し、育児相談や情報提供、親同士
の交流などの場を設け、地域の子育て家庭の支援等を行います。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

育児相談や情報提供、親同士の交流など、保育所等の特性を活かした子育て支援の場を設け、地
域の子育て家庭の支援を行います。

目標 【活動の状況】

8

100.0

所

％

地域子育て支援センター事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）　８所（現状維持）、平成２６年度

地域子育て支援センター事業を実施している保育所の施設数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

8 所
地域子育て支援センター事業の実施箇所数については、現状の実施
体制の維持に努めます。

実績
（達成率）

順調

担当課 保育課

8 所

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

北九州市福祉事業団に委託している社会福祉研修所が主催した研修を受講しているので、これ
以上コストを下げることは出来ません。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 698 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

586 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名
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施
設

今後も、スーパーバイザーの役割を担う子育て支援員の養成のため、研修を継続実施します。

子育て支援指導者の育成を計画的に行い、「子育て支援員養成講座」を6日間実施しました。子
育て支援の推進及び保育の質の向上を図ることが出来ました。

北九州市社会福祉研修所の研修の充実を図り、保育所の保育士を子育てに関する相談
や育児サークルの支援等に対応できる「子育て支援員」として養成します。「子育て支援
員」は、各区役所や市民センター等と連携しながら、地域に根差す保育所の子育て家庭
支援の中心的な役割を担います。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

年間４０名を受講対象とし、4年を１クールと設定し、全保育所（158施設）の保育士が参加するように
計画しています。

目標

施設

100.0 ％

158

【活動の状況】

46

115.0

名

％

子育て支援員の養成・配置（保育所）

事
業
費

（最終目標と最終年度）

子育て支援員の増員

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

41 名
専門性を活かし、きめ細やかな子育て相談等に対応できるよう、子育
て支援員の養成を継続します。

実績
（達成率）

順調

担当課 保育課

40 名

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

158

活動指標の実
績を参考に、活
動の状況を
チェック

→

158
施
設

子育て支援員の配置保育所数

保育所の保育士を子育てに関する相談や育児サークルの支援等に
対応できる｢子育て支援員｣として養成し、保育所に配置し、育児に悩
む保護者を支援できるよう、活動指標としてあげました。

（最終目標と最終年度）　すべての保育所（現状維持）、平成２６年度



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　保育所の地域事業の一環として実施している相談業務であり、新たなコストがかかりません。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 0 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

0 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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保育者が持つ専門的知識やノウハウを活かして、関係機関と連携をとりながら子育て広場の開催や子育て相談、情報の提供などを引き続き行います。地域
の子育て家庭のニーズに応じて支援の充実を図ります。

　保育所における地域事業の一環として位置づけをしています。保育所が持つ専門的知識やノウハウ
を活かして相談を受けたり、親子のふれあい遊びを提供して愛着関係がスムーズに築けるように支援
をしました。各保育所で開催している子育て広場は、年々参加者が増加し、電話相談も多くなってきて
います。子育てに不安を感じている在宅の母親にとって地域にある身近な相談場所として大きな役割
を果たしています。

保育所や幼稚園、学校、市民ｾﾝﾀｰ、小児科医などの身近な施設において、通常の業務
や活動の中でそれぞれの特性を活かした子育て相談や情報の提供を行っている。この
うち、保育所においては、すべての施設で地域の子育て家庭を対象とした育児相談をは
じめ、情報の提供を行います。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

保育所において、子育て家庭を対象として育児に関する相談や情報提供を行います。

目標 【活動の状況】

158

100.0

施設

％

身近な施設における相談の実施

事
業
費

（最終目標と最終年度）　全保育所、平成26年度

全保育所で実施

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

157
(100)％

施
設

全保育所で育児相談や子育て情報の提供を実施します。

実績
（達成率）

順調

担当課 保育課

158
施
設

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ（最終目標と最終年度）

順調

担当課 保育課

3 名

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

子育て支援総合コーディネーターの配置

事
業
費

（最終目標と最終年度） コーディネーターの現状維持、平成26年度

コーディネーターの配置人数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

3 名
子育て支援サロン“ぴあちぇ－れ”のコーディネーターの数の現状維
持に努め、子育て相談や関係機関との連絡、調整等にきめ細かく対
応します。

実績
（達成率）

【活動の状況】

3

100.0

名

％

今後も子育てに関するニーズに応えるため、継続して事業を実施します。

　「子育てふれあい交流プラザ」内の子育て支援サロン“ぴあちぇーれ”において、子育て支援総合コー
ディネーターを3名配置し、子育てに関する相談に応じ、利用者に必要な関係機寒との連携、調整等を
行います。また、大学教授や小児科医、保育経験者等を講師に招き、子どもの発達や食育、遊び等を
テーマとした育児講座の開催や、絵本の貸し出しを行い、子育て支援の充実を図りました。
　子育てに関する相談は、電話相談1240件、面接相談1113件、メール相談232件あり、利用者に必要
な関係機関との連携、調整等も行っています。子育て支援のコーディネーター機能を発揮する市内唯
一の事業であり、有効性が高いと考えます。

「子育て支援サロン“ぴあちぇーれ”」に子育て支援総合コーディネーターを3名配置し、
面接、電話、インターネット（メール）による子育てに関する相談の対応を行うとともに利
用者に必要な関係機関との連絡、調整等の支援を行います。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

コーディネーターを配置し、育児相談への対応、関係機関との連絡、調整等を行い、子育て支援の充
実を図ります。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

15,217 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 15,048 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理 「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

限られた予算で事業を展開しており、施設内での育児講座や貸し出し図書、玩具の購入、リーフレット
の作成などを通して事業の周知を図り、効率的な運営をしています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

順調

担当課 保育課

58 所

活
動
実
績

活動結果は以下内容のとおりです。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

一時保育事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）　６４所、平成２６年度

一時保育事業を実施する保育所

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

59 所
保育所の新設や改築に伴い一時保育室を設置するなどして一時保育
事業実施保育所数の増を図ります。

実績
（達成率）

【活動の状況】

63

108.6

所

％

保護者の就労形態の多様化等に対応するため、「元気発進！子どもプラン」に基づき事業の拡充を行います。

平成２４年度は４所で新規開設を行い、全６３施設において年間延べ25,829人でした。一時的な就労等
多様化する就労形態への対応や、専業主婦等の育児リフレッシュへの対応等について高い効果があ
ります。

保護者のパート就労や冠婚葬祭、及び育児リフレッシュ等の理由により、一時的に家庭
での保育が困難となる児童を保育所において保育します。今後は、実施施設数を増やし
ます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

引き続き一時保育実施施設を増やし、子育て家庭等の支援を行います。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

54,487 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 49,342 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

補助金は利用児童数に応じた額となっており、限られた補助の中で人員を配置し実施するなど、合理
的に事業を行っています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

現在の保育所の機能を活用した発展的な事業であるため、「経済性」「効率性」に優れた取り組みを行
うことができたと考えています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 28,640 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

36,382 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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子どもたちの社会性を培うため、保育所においては世代間交流事業や異年齢児交流事業など、幅広い活動を実施します。
また、保育所が持つ専門的知識やノウハウを活かして、子育て相談や育児講座、情報の提供を行います。
未実施保育所に対しては、事業趣旨を伝え、ほか保育所の取り組み事例を紹介することで、積極的な事業参加を促します。

各保育所において、世代間交流事業（地域の年長者との昔遊びや縁日ごっこ、もちつきなど）、異年齢
児交流事業（校区小学校との連携を推進）を実施しました。
また、保護者対象の子育て相談や育児講座をはじめ、在宅親子への支援として、各保育所での子育
て広場の開催や、電話相談応対など、その地域の特性や各施設の状況に応じた地域活動を実施しま
した。未就園児親子が、身近な保育所にて、子育てのアドバイスを受けたり、同年齢の保育園児と交
流を持つことで、育児の悩みや不安の緩和に貢献しました。
以上の内容より、活動の状況については順調であると考えています。

保育所における世代間交流事業や、異年齢児交流事業などの幅広い活動を通して、子
どもたちの社会性を培います。また、保育所が持つ専門的知識やノウハウを活かし、子
育て相談や育児講座の開催および子育て情報の提供を行うなど、地域の子育ての核と
して、子育て家庭への支援を行います。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

地域の高齢者との交流や小学校低学年児童の受け入れ、育児講座など、その地域の特性や各施設
の状況に応じた地域活動事業を行います。

目標 【活動の状況】

149

94.3

所

％

保育所における地域活動事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）

地域活動事業実施の保育所数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

148 所

すべての保育所において、世代間交流事業、異年齢児交流事業、育
児講座・育児と仕事両立支援事業などの地域活動事業を実施しま
す。

実績
（達成率）

順調

担当課 保育課

158 所

活
動
実
績

活動結果は以下内容のとおりです。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理
「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

「くらしの便利情報」、「北九州市こそだて情報」の中に、いろいろな制度を凝縮して発行しているた
め、低コストで市民にたくさんの情報を提供できます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 0 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

教育委員会

0 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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今後も積極的な情報発信を継続するとともに、タイムリーな情報提供を行っていく必要があります。

・北九州市私立幼稚園連盟のホームページにおいて、市内の全私立幼稚園の基本情報を提供していま
す。
・公立・私立各幼稚園のホームページについては全園中90％が開設しており、ネット社会の昨今、市民
が保育所・幼稚園を選択する際に大変有効な手段となっています。
・「くらしの便利情報」、「北九州市こそだて情報」により幅広く情報提供を行い、保護者が選択する一助と
なっています。
・公立幼稚園では、年３回「はぐくみ」を発行しており、よりタイムリーな情報発信をしています。
・保育所・幼稚園の選択の問い合わせは特に多く、ホームページなどで情報提供することは大変有効な
手段となっています。

　市民に愛され親しまれる保育所・幼稚園となるため、また、市民が保育所・幼稚園を選
択する際の一助となるよう、ホームページの充実や、子育て情報誌の作成などにより、積
極的に、保育所・幼稚園の情報提供に取り組むものです。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

各私立幼稚園のホームページの開設について、北九州市私立幼稚園連盟を通じ呼びかけていきま
す。（公立幼稚園は全園開設）

目標

掲載

【活動の状況】

93

90.3

園

％

保育所・幼稚園情報の積極的な提供

事
業
費

（最終目標と最終年度）　25年度　全園

幼稚園ホームページの開設

前年度実績
指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）

（上段：指標名　下段：指標の考え方）

89.3 ％保護者が簡単に情報を取得しやすくするためです。

実績
（達成率）

順調

担当課 企画課

103 園

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

―

活動指標の実
績を参考に、
活動の状況を
チェック

→

掲載

子育て情報誌への掲載

「くらしの便利情報」、「北九州市こそだて情報」により幅広く情報提供
を行い、保護者が選択する一助にするためです。

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ
（最終目標と最終年度）

順調

担当課 保育課

12 回

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実
績を参考に、活
動の状況を
チェック

→

保育所・幼稚園情報の積極的な提供

事
業
費

（最終目標と最終年度）

ホームページの更新回数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

12 回
平成２１年度より、市内の各保育所の受入状況をホームページで公
開しており、毎月更新することを継続します。

実績
（達成率）

【活動の状況】

12

100.0

回

％

区役所窓口での保育所入所受付時などを通じて、積極的にホームページをPRします。各保育所の保育方針や特色など、利用者が必要とする情報提供
を充実します。

計画どおりに毎月更新して、情報提供を行っています。

市民が保育所を選択する際の一助となるよう、市ホームページの充実を図ります。
目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画
ホームページによる各保育所の入所状況の情報提供を行います。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

- 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト - 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

ホームページでの情報提供は低いコストでより高い効果が期待でき、これ以上のコスト削減は困
難であると考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ（最終目標と最終年度）

順調

担当課 子ども家庭政策課

全施設に
配布

（261施設）

活
動
実
績

情報誌「こそだて情報」を平成24年7月に発
行し、市内認可保育所・幼稚園を通じて在
籍全児童に配付しました。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

保育所・幼稚園情報の積極的な提供

事
業
費

（最終目標と最終年度）市内の全ての認可保育所（園）、幼稚園への情報
提供（２６年度）

情報提供を行った保育所・幼稚園の箇所数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

全施設に
配布

（262施設）

　保育所・幼稚園を通した情報提供を行うことが、タイムリーな情報提
供につながるため、活動指標として掲げました。市内のすべての認可
保育所（園）、幼稚園を通した情報提供を行います。

実績
（達成率）

【活動の状況】

全施設に
配布

（261施設）

　25年度においても、子育て中の保護者が、子どもの成長に応じた情報をタイムリーに、かつ手軽に入手できるよう、保育所・幼稚園を通した情報提供の継続
実施に努めます。

　保育所・幼稚園に通う全児童に「こそだて情報」を配布することにより、保護者に子どもの成長や年
齢に応じた情報をタイムリーに提供することができています。

　市民に愛され親しまれる保育所・幼稚園となるため、また、市民が保育所・幼稚園を選
択する際の一助となるよう、ホームページの充実や、ガイドブックの作成などにより、積極
的に、保育所・幼稚園の情報提供に取り組みます。
　さらに、タイムリーな情報提供を充実させるため、保育所、幼稚園に通う子どもや保護
者向けの情報を、保育所・幼稚園を通して提供します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

　保育所、幼稚園に通う子どもや保護者向けの情報を、保育所・幼稚園を通して提供します。（H24.7
「こそだて情報」を認可保育所・幼稚園在籍児童に配布）

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

268,951
「子どもの館」・「子育てふれあい交

流プラザ」の運営費の総額、本事業

はその一部

千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト

259,466
「子どもの館」・「子育てふれあい交

流プラザ」の運営費の総額、本事業

はその一部

千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

情報誌「こそだて情報」作成･配布にあたっては競争入札を行い、ホームページ「子育てマップ北九州」
では指定管理者制度を導入し、経済的・効率的な情報提供に努めています。市の子育てに関する施
策や施設の情報の取りまとめ等については、市のみが可能であり、実施主体としては市が適切である
と考えます。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ（最終目標と最終年度）

順調

担当課 保育課

158
施
設

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

施設・園庭の地域への開放

事
業
費

（最終目標と最終年度）

施設園庭の地域への開放実施施設数

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

157
(100％)

施
設

地域活動や施設の開放を通して、未就園児と保護者の来所が増え個
別の育児相談の実施など、開かれた保育所作りを推進します。

実績
（達成率）

【活動の状況】

158

100.0

施設

％

今後とも保育所の機能を活かして、地域の子育て支援を充実させ安全管理の下、、開かれた保育所づくりを進めます。

　地域活動等を通して、地域の年長者や在宅親子との交流を行いました。不審者対策を十分に考慮
の上、開かれた保育所づくりを推進しました。地域住民や在宅の未就園児親子を行事等や育児講座
などに招待することで、保育所への理解が深まります。また専門性を活かした子育て支援は子育てに
悩む保護者の方に喜ばれています。

地域住民の理解を深め、開かれた保育所づくりを推進するため、未就園児と保護者に施
設や園庭の開放を促進するとともに、行事へ地域住民の参加を促すなど、安全管理の
下で開放的な雰囲気づくりに取り組みます。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

未就園児とその保護者に保育所の施設や園庭を開放します。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

ー 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト ー 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　保育所の機能を活かして、地域の保育所への理解を得ることが出来、開かれた保育所づくりをする
ので、新たなコストはかかりません。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

事
業
名

親子ですすめる食育教室
掲載ページ
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コ
ス
ト

事
業
費

平成24年度執行額 平成25年度予算額

1,136 千円 1,112 千円

政策分野 仕事と子育ての両立支援 担当局 子ども家庭局

施策名 保育サービス 担当課 保育課

【Plan】計画　→ 【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

乳幼児期からの正しい食事の仕方や望ましい食習慣の定着のために、幼稚園や保育所
等において、入所児童の保護者を対象に乳幼児期の食育について、栄養士の講話や調
理実演などを行います。

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです

活
動
計
画

毎年40回実施予定であり、より多くの市民に啓発していきます。

活
動
指
標

指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

前年度実績 目標
実績

（達成率）
→ 【活動の状況】

「親子ですすめる食育教室」の開催回数

40 回 40 回
40 回/毎年 活動指標の実績

を参考に、活動の
状況をチェック

幼稚園、保育所等において教室を開催することにより、より多くの市民
に啓発できるため開催回数を活動指標としました。

（最終目標と最終年度）毎年40回開催　　平成26年度 100.0 ％

順調

（最終目標と最終年度）

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

今後とも、幼稚園、保育所等において教室を実施し、望ましい食習慣の定着のために食育を推進します。

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。また、
影響を及ぼした外的要因の分
析も行う。

年長児のほとんどが幼稚園、または保育所に通っており、保護者にも最も参加しやすい場所での教
室の開催は食育の推進を啓発するのに有効です。

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

従事者にボランティアを加えており、コストの面では抑えられています。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　保育所(園)の行事として予算範囲内で行い、効果的に実施しています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト － 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

－ 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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　各保育所において、地域の子育て家庭へ給食のレシピ・食育だよりの配布や食に関する情報提供、食生活相談会、講演会等の支援を積極的に行います。

　実施保育所(園)の取り組みを未実施保育所(園)に紹介することにより、一進一退ではあるが実施保
育所(園)が増加しています。
　講演会や食に関する情報提供は、入所児童の保護者とともに、地域の子育て家庭を対象とするの
で、より効果が高く、地域の保護者は身近な保育所で情報が得られることから、地域の食育推進とし
て有効です。

 保育所において、食事に関する不安を解消するために、入所児童の保護者に加え、地
域の子育て家庭を対象として食育に関する相談や講演会等を充実します。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

  各保育所(園)に実施保育所(園)の取り組みの事例発表や各保育所(園)における実施の有無のアン
ケート結果を周知することにより、少しずつではあるが今まで実施していなかった施設の新たな取り
組みを促します。

目標 【活動の状況】

64

94.1

％

％

保育所を通じた地域への食育推進事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）　平成26年度70％

地域の子育て家庭に対し食に関する支援を実施している保育所(園)の割合

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

67 ％
支援を実施している保育所(園)の割合の増加が、支援の充実と比例
していると考えられるため、活動指標として掲げました。

実績
（達成率）

順調

担当課 保育課

68 ％

活
動
実
績

 活動結果は以下内容のとおりです。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ（最終目標と最終年度）

大変順調

担当課 保育課

100 ％

活
動
実
績

　活動結果は以下内容のとおりです。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

保育所入所児童への食育推進事業

事
業
費

（最終目標と最終年度）　１００％　平成26年度

入所児童に対する食育を実施している保育所(園)の割合

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

100 ％
　食育指導を実施している保育所(園)の割合の増加が、指導の充実
と比例していると考えられるため、活動指標として掲げました。

実績
（達成率）

【活動の状況】

100

100.0

％

％

  各保育所において、栽培体験、調理体験等子どもが生活と遊びの中で、食にかかわる体験を積み重ねることを積極的に取り組んでいきます。

　　実施保育所(園)の取り組みを周知することにより、１００％の施設で実施しています。
　　入所児童への食育指導の取り組みにより、子どもが食べることを喜ぶ様子は家庭での食育の関心
を高めることになり、子育て支援が一層充実しています。

　保育所入所児童の食に関する興味や関心を高めるため、子どもたちに栽培活動や調
理などを体験させ、また、給食を生きた食材として活用した食育指導の充実を図ります。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

　実施保育所(園)の取り組みの事例発表や各保育所(園)における実施の有無のアンケート結果を周
知することにより、１００％の施設で実施しており、継続していきます。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

－ 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト － 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　保育所(園)保育の一環として取り組むので、予算範囲内で工夫し、より効果的に実施しています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　各保育所(園)が予算範囲内で工夫し、より効果的に実施しています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト － 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

－ 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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　給食試食会の開催や献立表・レシピ等の配布は、家庭での食育の実践が広がり、食を通した子どもへの理解にもつながります。今後とも各保育所におい
て、家庭への食育の啓発を積極的に行います。

　実施保育所(園)の事例等を周知することにより、１００％の施設で継続実施をしている。
　また、入所児童の保護者への食育の啓発により、子育て支援のみならず、家庭の養育力の向上、保
育所との連携が一層強化されています。

　保育所入所児童の保護者に、食育について関心を持ってもらうため、給食の保護者試
食会や、献立表・食育だよりの配布などを通して、家庭への食育の啓発を図ります。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

　実施保育所(園)の事例発表や各保育所(園)対象の実施の有無のアンケート結果を周知することに
より、１００％の施設で継続実施していきます。

目標 【活動の状況】

100

100.0

％

％

保育所給食を通じた家庭への食育の普及啓発

事
業
費

（最終目標と最終年度）　１００％　平成26年度

入所児童の保護者に対し、食育の啓発を実施している保育所(園)の割合

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

100 ％
　保護者への啓発を実施している保育所(園)の割合の増加が、家庭
への食育の啓発推進と比例していると考えられるため、活動指標とし
て掲げました。

実績
（達成率）

大変順調

担当課 保育課

100 ％

活
動
実
績

　活動結果は以下内容のとおりです。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

（最終目標と最終年度）



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ（最終目標と最終年度）減少　26年度

大変順調

担当課 保育課

100 ％

活
動
実
績

　活動結果は以下内容のとおりです。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

保育所給食におけるアレルギー対応

事
業
費

（最終目標と最終年度）　平成26年度　１００％

アレルギー対応給食の提供割合

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

100 ％

給食は子どもの健康や発育・発達にも影響があり、食物アレルギーを
持つ児童にあわせた除去食や代替食の提供は子どもの育ちを支え、
保護者の育児負担の軽減となることから、活動指標として掲げまし
た。　 アレルギー対応給食提供数／食物アレルギーを有する児童数

実績
（達成率）

【活動の状況】

100

100.0

％

％

　各保育所において、アレルギー原因食品の除去や、代替食の対応を推進します。
　また、不適切な対応や、配膳ミスが起きないように、注意喚起を行います。

食物アレルギーの対応について、研修会の内容に組み込む等啓発を行い、実施保育所(園)数、１０
０％を継続維持しています。
　アレルギー対応給食により、その子どもの健康や発育・発達を支え、保護者の子育て不安を解消す
るので、保護者から喜ばれています。

食物アレルギーを有する児童に対して、アレルギー対応給食を提供します。
目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

食物アレルギーを有する児童に対して、アレルギー原因食品の除去食や、代替食の対応を実施して
います。

目標

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

16,790 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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【Plan】計画　→

コ
ス
ト 10,322 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

調理室で給食を作りながら、代替食を作るので、経済的・効率的な運営を行っています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。



大変順調

順調

やや遅れ

遅れ

【Ａｃｔｉｏｎ】　　目的実現のために平成２５年度以降に実施すること

【Ｃｈｅｃｋ】評価（分析）

分
析
及
び
課
題
の
整
理

「経済性」
「効率性」
の分析

「同じ成果をより低いコストで」
「同じコストでより高い成果を」
得られないか。また、民間活
力導入による「経済性・効率
性」の向上はできないか。

　市独自の保育料軽減措置により、保護者の負担を軽減しています。
　本市の保育料負担軽減率は、政令市の中でも低い軽減率（20政令市中19位）であり、経済性を考慮
して、今後も維持していくこととしています。

【活動の状況】
を踏まえた分析

活動は予定通りだったのか、
活動は有効だったのかなど、
分析し課題を整理する。ま
た、影響を及ぼした外的要因
の分析も行う。

【Plan】計画　→

コ
ス
ト 830,466 千円 施策名

仕事と子育ての両立支援

保育サービス

【Do】実施　→　【Ｃｈｅｃｋ】評価

担当局

「元気発進！子どもプラン」事業評価票（平成２４年度実績評価)

子ども家庭局

939,944 千円

平成24年度執行額 政策分野平成25年度予算額

事
業
名

掲載ページ
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厳しい財政状況の中、保護者の負担を軽減するため、今後も、保育料負担軽減措置の維持に努めます。

計画どおり保育料の負担軽減の維持に努め、保護者の負担を軽減しています。

保育所措置費用負担金（保育料）は、国の示す徴収金基準額に基づいて定めることを基
本としています。本市では、保護者の負担を軽減するため、市独自の軽減措置に努めま
す。

目
的

何を（誰を）
どのような
状態にした
いのか

活
動
指
標

活
動
計
画

保育所入所児童世帯の保育料負担軽減を維持します。

目標 【活動の状況】

18.1

91.9

％

％

保育所措置費用負担金の軽減

事
業
費

（最終目標と最終年度）

保育料軽減率

前年度実績指標（数値化できない場合は、活動内容を文章で記載）
（上段：指標名　下段：指標の考え方）

18.3 ％

保育料は、国がその世帯の所得税や市民税課税額の階層区分に応じて
基準額を定めています。本市においては、市民の負担をできるだけ軽くす
るため、国の8階層の区分を16階層に細分化して、国の基準額から全体で
約20％の軽減を図っています。

実績
（達成率）

順調

担当課 保育課

19.7 ％

活
動
実
績

活動結果は下記のとおりです。

活動指標の実績
を参考に、活動の
状況をチェック

→

（最終目標と最終年度）


